
公的医療機関等２０２５プランについて（地域医療構想関係部分抜粋） 

独立行政法人地域医療機能推進機構 中京病院 

【地域において今後担うべき役割】（Ｐ6） 

○ 高度急性期・急性期病院として、5疾病 5 事業の取組みをさらに促進していく。

〇 脳卒中、心臓病に関しては、厚生労働省「脳卒中、心臓病その他の循環器病に係る診療

体制の在り方に関する検討会」の報告書に示されている「専門的医療を包括的に行う施設」

としての役割を果たしていく。 

○ 公的医療機関として率先して他医療機関等との連携を積極的に推進し、地域の医療ニー

ズに的確に応えていく。 

○ 当院の特徴である先天性心疾患や熱傷の医療機能をより充実させ、医療圏を越えた役割

を担っていく。 

○ 絶対に断らない 3 次救急を実現するために、市内の救命救急センターとの協力・連携体

制システムをさらに充実し、地域の救急医療体制の構築のために役割を果たす。 

【今後持つべき病床機能】（Ｐ6） 

 ○ 病院の全面建替えにおいて、急性期医療機能、特に救急医療におけるハード面での充実

を図っていく。 

 ○ 地域の医療ニーズに応える高度急性期医療の提供を行っていくために必要な病床数を確

保する。 

【今後の方針】（Ｐ7） 

 現在 

（平成28年度病床機能報告） 

 将来 

（2025年度） 

高度急性期 519  475 

急性期 144  137 

回復期  →  

慢性期    

（合計） 663  612 

○ 一部耐震基準を満たしていない建物や経年による老朽化が著しいため、病院の全面建替え 

を実施する。 

【その他の数値目標】（Ｐ8） 

医療提供に関する項目 

・ 病床稼働率：85％ 

・ 手術室稼働率：80％ 

・ 紹介率：50％以上 

・ 逆紹介率：70％以上 

経営に関する項目 

・ 人件費率：54％以内 

・ 医業収益に占める人材育成にかける費用（職員研修費等）の割合：0.2％ 
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